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プロジェクトロゴデザインプロジェクトロゴデザイン
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両者の想いと強み両者の想いと強み

産学連携でこれまでにないパフォーマンスを発揮したい

研究成果を広く社会に発信すること
により、社会貢献を目指したい。

課題

環境に関する高度な専門的な知見は

有するものの、研究の活用を進めるには

社会連携での取組みが必要

想い想い

強み

・１３学部、２２研究科(大学院)に
よる総合的・学術的アプローチ

・環境分野で分野横断型の取組み
を行うための環境総合研究センター

強み

・全世界に１８２の生産拠点と多数
の販売拠点をもつｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ

(連結で約１３万人の従業員)

・先進的な環境経営推進

企業理念のミッション「地球環境の

保全に貢献」を実現し、「更に上」の

環境経営を目指したい。
課題

より効果的な環境経営を進めるため

には企業単独の活動では限界があり

社会連携での取組みが必要

想い想い
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経済発展のための活動

経済活動経済活動

それぞれの問題が複雑に絡み合っていて

環境問題の現状環境問題の現状

個別の環境活動のみでは
環境問題の解決も経済との両立も達成困難

その他の環境問題

環境問題環境問題

地球温暖化

矛盾する要因が内在矛盾する要因が内在

生物多様性の減少

6

三者が結びつけば、お互いの長所を生かしつつ、

現状の環境問題解決へのアプローチ現状の環境問題解決へのアプローチ

【企業】

活動規模活動規模 大大

活動内容に制約活動内容に制約

・企業活動に伴う環境負荷軽減

・環境対応製品の開発・販売

・関係団体への寄付 など

【ＮＰＯ／市民団体等】

・少人数によるサークル活動

・ＮＧＯ、ＮＰＯ単体での活動

地域の生活に根ざした活動地域の生活に根ざした活動

他への波及効果他への波及効果 小小

【大学】

専門的で信頼度専門的で信頼度 大大

実生活との距離感実生活との距離感

・専門的技術／知識の研究

・問題の分析、評価

・関連組織の調整力

相乗効果が期待できる
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「生活者/地域」「大学」「企業」の3者を結び

Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの目的Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの目的

ＮＰＯ／市民団体等

より効果的かつ実生活に根ざした
「地球環境問題への貢献」を目指す

8

Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの機能Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの機能

社会 吸い上げ

活動設計

研究

評価

実行
情報発信

テーマ改善
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Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究領域Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究領域

【社会的環境改善活動の状況・課題】

■個々の環境問題にお互いに矛盾する要因が内在すること
■環境改善活動には、地域の人間活動が深く関わること
■社会的に地球温暖化対策、生物多様性保全は重要課題

「地球規模の多様な環境問題解決のかけ橋」
（地球温暖化対策と生物多様性保全等の連携の道筋を開拓）

地球温暖化防止と生物多様性保全のバランスを考える1.

2. 人々の生活と環境保全活動のバランスを考える
「いかしつつ守る環境活動者のグローバルなかけ橋」
（持続的な人間活動と環境保全活動にかかわる人々の共通の理解と連携の形成）

3. 次世代からの視点で目標を定め、効果的で効率的な環境改善手法を考える
「たしかな未来へのたしかなかけ橋」
（中長期目標設計とバックキャスティング手法によるアクション設計）

4. 環境に関する情報を世界へ効果的に発信し、コミュニケーションする手法を考える
「地域と世界を生き生きとつなぐ環境情報のかけ橋」
（環境情報の世界発信を通じた日本および各地域の共時的精神空間の形成）
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【活動実施者】

Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの募集のしくみＷ-ＢＲＩＤＧＥの募集のしくみ

応募応募
募集募集

ＮＰＯ／市民団体等

国内外地域生活者団体

早稲田大学研究者 早稲田大学協定校研究者等
(含箇所間協定)

国内
27校

海外
560校

13学部、22研究科
19研究センター、

142プロジェクト研究所
等

連携連携
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Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順についてＷ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順について
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全過程を1年サイクルで実施

研究成果によって、次回テーマを選定
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Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順についてＷ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順について
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アドバイザーの意見を踏まえ、

ブリヂストンが研究領域を設定

発
信

情
報

改
善

活
動
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Ｗ-ＢＲＩＤＧＥが有効性の高いテーマを選定

（早稲田大学内の横断的な陣容に

ブリヂストンのメンバーが参画）
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Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順についてＷ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順について
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研究者と市民団体・ＮＰＯ・学生等が

連携する研究を計画し、具体的な研究課題

（モデル研究）として応募

Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順についてＷ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順について
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Ｗ-ＢＲＩＤＧＥが募集テーマを提示し、

具体的研究課題を募集

発
信

情
報

改
善

活
動
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Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順についてＷ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順について
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Ｗ-ＢＲＩＤＧＥが応募案件を

有効性の観点で選考し、決定案件へ

資金を提供

発
信

情
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改
善

活
動
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Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順についてＷ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順について
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研究者が市民団体・ＮＰＯ等と連携して

実際のモデル研究を実施

Ｗ-ＢＲＩＤＧＥが必要に応じて

助言・支援を行う

発
信

情
報

改
善

活
動
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Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順についてＷ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順について
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研究者から報告された研究成果を

Ｗ-ＢＲＩＤＧＥが評価
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善

活
動
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Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順についてＷ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順について
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成果報告会で取り纏められた研究成果に

対しブリヂストンとアドバイザリーボードが

内容を吟味する
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信

情
報

改
善

活
動
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Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順についてＷ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順について
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研究成果や知見を公開講座や広報等で

社会へ発信、普及を図るとともに

ブリヂストンとしても環境経営に活用する
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報告会でのコメントを受け、

活動の見直し、改善を行う

Ｗ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順についてＷ-ＢＲＩＤＧＥの研究手順について
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Ｗ-ＢＲＩＤＧＥ 運営組織メンバーＷ-ＢＲＩＤＧＥ 運営組織メンバー

代表：堀口 健治（早稲田大学）

副代表：堀尾 正靭（早稲田大学）

副代表：橋本 隆次（ブリヂストン）

◆運営委員

永田 勝也（早稲田大学）

勝田 正文（早稲田大学）

平田 靖（ブリヂストン）

永井 祐二（早稲田大学）

岡田 久典（早稲田大学）

中島 勇介（ブリヂストン）

22

アドバイザリーボードメンバーアドバイザリーボードメンバー

小畑 秀文 （東京農工大学長）

池上 清子 （環境と開発途上国問題の専門家）

白井 克彦 （早稲田大学総長）

大橋 力 （文明科学研究所長/芸能山城組組頭）

渡辺 弘之 （京都大学名誉教授）

西岡 秀三 （国立環境研究所特別客員研究員/IPCCメンバー）

原 剛 （早稲田環境塾 塾長）

三村 信男 （茨城大学教授/IPCCメンバー）

（50音順 敬称略）

松尾 典子 （NHKｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ）
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Ｗ-ＢＲＩＤＧＥ 今後のプランＷ-ＢＲＩＤＧＥ 今後のプラン

０８年９月下旬 募集テーマ決定０８年９月下旬 募集テーマ決定

１０月 募集開始１０月 募集開始

１２月 選考結果発表１２月 選考結果発表

２～５月 中間経過報告２～５月 中間経過報告

０９年１月 採択した活動のスタート０９年１月 採択した活動のスタート

６月 第一次成果報告会６月 第一次成果報告会


